福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	ノロウイルス食中毒について（総論・事例演習）

	学会名
	食品・生活衛生行政担当者研修会

	発表者名
	東方　美保　（保健衛生部）

	開催場所
	福井県庁　中会議室

	開催日時
	平成１９年９月６日（木）

	発表内容
	嘔吐・下痢を主症状とするウイルス性の急性胃腸炎感染症や食中毒が増加している。その主な原因であるノロウイルス(NV)について、これまでに明らかとなった知見をまとめ、特に食中毒疑い事例に対応するうえでの注意点を説明した。

食中毒統計でNVが病因物質として占める割合は、平成９年のNV検査導入後から増え続け、過去５年間においては事件数でベスト3以内・患者数でトップとなっている。特に秋から大流行となった昨年の平成18年には、事件数・患者数ともにトップで、特に患者数に占める割合が70%を超えた。近年特に調理従事者が食品を汚染したと考えられる事例が多いが、発症者だけでなく非発症者でも便に大量のウイルスが排出されている場合があること、いったん手に付着したウイルスは除去されにくく十分な手洗いが必要なことを理解し、洗浄・除去、加熱、次亜塩素酸による消毒などでウイルス汚染拡大を防ぐことが大切である。
また過去に福井県内で起こった食中毒や不明感染症を疑う胃腸炎集団発生事例の具体例を、演習形式をまじえて紹介した。さらに、県内においてもNVが高率に検出されていること、流行するウイルスの種類には変遷があること、平成18年秋の胃腸炎大流行はGⅡ/4という遺伝子型に分類される新しいタイプのNVによると考えられること、などのNV流行状況を説明した。


